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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ζ鈴木雪夫、竹内済、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・そg方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記鉦の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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野ラ己 言語の統計幻は処理といフ仁ら、リテラシイ（1ト

鮒孔・X）ヵ・ら去発丁るでしょうが。もちろんその前にい

ろいう†よ言語の・…一。

柴田 語受耗訂バにくさんあフτ二ね．

野元 そ札から、学校の国語能力の調査とか、そういう

ものはもちろん‘あ・↑二わけですれ．

誘嚢の調査として有名舳はどういう市のバあ1ほす
か、日本τ～けに限フて．

柴田 それは数を牧之1二r～けτ～けれども、垣内（松三）

くんの調査とか、あるいは漢字については欠西（雅雄）

さんのバあるね。「基本漢字。とかいう本があるでしょう、

あ牝は柔定言†ではアよかっ†ニクもしセしばい。 それから、ア1レ

ファベ、ソ ←の文字航計バあ るで しょ う。 ローマ宇育者や

かすよ文字’論者のイ主事バ多が。すこようですれ。 しかし、そ

う．いう毛めは穴枢平均値までしφ・虫ぐすよい。まして標率

1肩差まで出すといういじパよい。学秘に教を教えてク
い順番’に並べるといっす・式のもので、主として語彙の度

数調査じゃナよいですカ・．心理学看バ手狭の言葉を対象に

して表をつ／フ†1というのはあるわけでしょうバ、古語

の祝言ナ学では1よいでしょうわ。リテラシイもどっちかと

いうと、教育万テ究所（当8寺は叡奇石テ糸多所、 整理の段ド寄で

国立敢育所完所にナよる）に本弗を置かれ↑・ように、教育

師†よ観、麦、ヵぐ入っているん・でしょう。

野元 いて“すね。

柴田 名前を跨い右ポよいけ紅ビー6，CIE’（連合軍船
司令部約間情操敢育邦）の中に何とφ・女・史ゲいtこでしょ

う。孝仁育心1哩掌の権威す～と思うので’す。ネ士一倉学者のぺ1レ
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ビ1レ（P・lz・1）よりも偉そうtよ人でしr二。

野元  これには書いてあリよT。（『目・本人の読み書プ熊

カ（／1よ／b尺3Z）

柴田 その人バこの調査の実際の理論幻は楢導者て“あ，

τ1ということから考えても、放育につ†よが、ていτ1んじ’

やτよいが。

野元 エドミストノ（EJパst◎h）ヒいう人て“寸ね。

柴田全然名前は覚えて1よい、顔はよく覚之てるけと“。

べ1レセ’1しよつ七下に老いてあるんですけれ。ビ・6、エドミ

ストン才ルがこの調査乏女貧める初期に2～3回私のとこ
ろへ未て、根本方針にっいてずい、ザん述べましtζ。ぺ1レ

セ1レは完全にそれの間さ役て“しtlね。

野元  ヘリレぜ1レとエドミス ト ン十吏が一未て打ち合わせτ＝

とこの本に虫てい・る日記に書いてあ4はすね。
・柴田  それは何年？

野元 昭和23年2月2日。
米田 じ’や私が仕事を泊める前ですね。私が加わつt・の

は年月1目付ブ1たと思いま↑ので。

野元動ウバ婚ま。†1のがその前の午川2月ということ
にナよっていますね。

柴田 ですから、その動宇にフいてはぼくは全然矢口りま

せん。昭知23年の！月ゴろに、こういうイ士事ヵぐあるがら

というこヒで、ぼくは束穴（助手の年限ゲ米ていτことい

う二ととあわせて、それで’そちらに完全に引き秒フτ二わ

けで’す． ドから、 その前の歴史はノさ乏ぎ知ら†よいのです。

 さらに、これは日本のローマ字4bの根拠を探し求める
す二めの調査ということも、壮挙バ終わるまでビこからも

ぽワ亨1）しτミ形で公でこすよがっにで’すね。 そういう請は、
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虫室て“1よあ、f：ヵ・もしれはいけれども、一応私のレベ1レ

ー一
囑蜍Z術官ヒいう石前｛llけ札ビも、そん1よレベ・

ルでは一ヤη虫†い・っτ二。rこT～、最後にこういうことが’あ

つ†1んで“ ｷ。それはペレビ1しゲ第一ホテ1レの伏い寝室に

私を呼んで、報告書を何と力・「リテラシイバ値い・とい

う糸泉でまとめられ。はいがということをいわれ。まし↑二。調

査しに結’果そのまよを穣告する以外考えようがないと史
71ゴね ま し τこが、 あ・そ ÷ く ぺ1レセ1レに上か ら 痒 カ バカ。わ

ってい†・ので’しょう。

野元 結局目奈語は、漢字がむずかしいから民主化が石・
くれてい、るという前提バあるわけでしょ）フ。

柴田 それはアメリカ1．の教者イ定節団勿勧告バあフ㌃こ。そ

の勧告を拭しllのには、木一1レヒかいう大佐が中イ庄がい

て、それの働プがけバあフ†；んでしょうけ牝とも、それ

で定繰に調査を，してポよプペよら・よい」いうこヒτ～っす1

のじ’ヤナよいんで’すヵ・。

野元やっぱリ茨字バト切ブっ11ら、一挙にやめてロー

マ客にしうと命令しはいで、いがに日本人バ目本語が’で

さないかということを調べ’て、 そ牝からやううとしすこわ
け て’’す れ。

柴田 彼らはτニト文盲卒の数字さえ得ルば、それで“よが

。†二んではないですか。それ’をこんナハ：めんどうな、ま

す二字閃的写ことを姫めて、鷹さ6し、迷ノ惑にも思フす：ん

ではナ8いですが。†ごヵ・ら、字バ書けηい人バす二とえば80

ハいうよゲよ続訂1徴宇でも出ルぼ、じ仰あ茨1享1｛
かヤめればという発想ド。すこんじヤブよいか．
 し力・し、 われ。われ0）Iところでは、・全＜学問的に、 非常一

に詳しいことを刊狛め仁。その詳しいこと乏やリ姫め
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た原動力11・城戸1駄郎にあ．フτ1と惑いよマ．戎戸㍉、

のいういろプよ孝之方はいまだ1こよ＜記偲していま↑け札

ビも、一番承微的ナ∫のは、アストに使う言案を調べる仁

めに語素調査乏ザぼしrlバ、そいヤううとしtlい
に、ぢ全はかかる、人手1ゴかかる、しかも時間がかかる

というニヒが最大の問愚で、どうレようかとずい、ジん迷

っナこんで↑。すると城戸市んが、二ういうことはやると

ぐにやってあ1かげいと、伝で’ぎないよという、そザ戸
でヤることにナよ．フすこので寸。

野元 雄かにこ九ドけで、その後は二ういう調査はぢい
ですれ。

紫田城戸ごんのそのとさの言葉はいまて“も通ずる一こと

で、ぞパ。めに時間州；あ・く札はとらなヵ’つすこし、言背理

的はっじっまはそれで合フているし、われわれ学看の満

足感は一応この中で満す二ぐれたわけて“すね。この二とは

非常に穴ざいこヒだフ†二。

 そういう二とは私はド札かうも間いていませんけれど’

も、お・ヤら＜ペルゼ1レが、あるいは毛フと上のところの

考えでは、こんな大ガよ報告書は期待してい才よがフす1と

思います，戦後、われ。われがそういう知的活動に飢えて

いるとさで、す二打二ま歳計教理とが推計学が脚光を浴び

てい†1ものだか÷、こればいい対象が虫てポ1というわ

けで飛’ひつい†1というよう†よところもあ，て、結局や’／

適。きず：んじゃないで寸がね。（笑）

野元 これは間擦には日本政府バ虫すわけズすがらね。

柴田  ぢ倉としては、6HQ（産一合軍稔司令部）が、C
工三からで†ね。あれは荻育所究所に一τ二ん来てがら出

すこのかは。いら五までよく剛まセんけれどポ弁分
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は臼HQの野ノかでしtこね。

野元 そうですね。ここには（（402）2月9目に文部省
力・ら何万円補助という諸バあフ仁というのが虫ています。

あとはC∫Eで保証すると務台（理作・教育研任所・長）

くんヵぐいっているということです。 当局奇ω40万円ボから

ブ（し・仁もので’すね、昭和21年の初めですから。

柴田 しかし、それガけで1よとても足り1よい。あ・そら＜

船将は今HQのもので㍑いで’すか。猫勾は日ネ政府の
もので“しいけ牝ど毛、わ牝わ．んにヒワて物て・ゴくいい

徐粁でし†二ね。

貯元 いい袴粁て“し†1ね。

紫旧 野元君6らつす二下

野元 ええ、もらいましt・よ。教育所完所て“やフていた

が÷、敢膏研究所て“、鯵桝を名9フていτ・島津（＿夫）ブ

んとか・一…。

柴田   久イ呆 （舜一 ） †んと φ・。

野元 ああいう人1二埼らもらフていると開かれ†；から、

「幾’らもらフているJ といっ亡二ら途坤に依らは不きげん

・にナよった、そういう記憶バあるんで寸。

柴田島抑んは荻膏研児所の所員のままで寸が。
野元 所員のまよすごと思いますよ。

柴田 すると、そ二ら虹とはずいぶん侍置バ違いますね。

野元 待遇はめちヤくちヤでてね．不プげんにナよ・て、

こっちけ困フ†二ことカベありましすこ。

柴田 これは後世に残す資料仁からいってあ・ウますバ、

含頼は全然覚えてオよいけれどう、その額バいヵ・に太さが

フ†こ方・ということについては、 こういうことバあつま寸。

私は2斗竿2月に国語珂究所に川ましトね。
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野元千分以下て“しょう。

柴田 いや、袴料バ6・～／にナよフす1。ブから、いがに

丈宇かっ†：が、丈部省の袴料がいかに低がつすこが。（笑）

斉察正ブんバ国語・研究所の庶務部長のとさに、私の袴粁

1一こフいて申請をして、丈部省からその査定バあフtこわけ

でしょう。それ童児で、斎藤寸んが「6勿・の／す～け牝と“

毛、いいが」というわけです。イ王宮してから、いいか一と

いわ牝ても、 悪いともい之ブ～いで’すね。 7。口．野球の 更新・

なら、そこで∵叔ることバで’ざるけれビも。／年間、6

倍の絃粁をも㌻フてや・フていす1んすごかザ生老的にすい

、ザん変ナよ噂じ’でしす二ね。ボから、リテラ〃調査には大変

ナよ倉をつぎ込ん†～という二とじヤナよいですヵ・。しかし、

島津さんとか久保ぐんには寸分の手当が才よかつ仁とは申

しわけながフ†ごて’すね。

野元 同じ’ところにいす；んですけと“ね。

柴田ぼくはそういうことは全然気ブいて1よかっ仁。島
津㍍毛同げ待遇を受けてい＾のと思フてい†1んです，

野元 こ二に（P．29～尺32）肩書きが書いてある人はそフ

ち（いまの国立教育研究所）から毛らフてい仁。肩書～
が書いてナよい人はC一工iミから・…一・。

柴田 じ’やその桟関ヵ・ら犬でざてプロジェフ←にヵ口わっ

てい†こということで寸ね。

野元 す～げと’、この調査は、理徳勾がビうかわが÷ない

げ牝とも、準備調査から俊の口今次詞査まで突．に丹念にや

、仁ということで、調査勿一つの手本す～と思いますね。

それ秋1麦はこういう調査は省略しちゃつてやらナよいんビ

やないで’寸カ・。

柴田 後に文部省ていや。す・けれ。ビ毛、ナよぞりですね。『国

            6

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



民の就片考さ詫力』という報告書ヵ畑ています一ね。

野元しかし、あれは閃束と未九ギけですね。それから、
茄い人†こけ。

柴田 しかポげつで’すがら、あれ自身がら特別の毛の
は出てこ†よかフ†二ようでn寸ね。当用漢字表の効果麦見ず。

いということもあ・†1らしいのですバ、それには時期バ’

早且ぎ’仁ということが’あります。

 それにこれは、これ以後の祉会調査の手本にナよ、たと

思うので“すけれども、一最初に収税をちゃんと立ててい†・

ん・ですね。私たちは一これを 「憲法Jと呼んでいましτこね。

野厄英語がら訳じず1やフでしょう。
柴田 あるいは「ペルぜ1レ憲法。といフていす1かもしれ

ません。そこに書ヵ・れていることは、㍑当時の、少ブよ

くとも私にとってはずい、ザん新しいことでし仁。つま！ノ

リテラシイ（ハ㎏凧C／）という言案は、芙誘の車諺・の意

味では知っていす二けれど’も、こういう意味では知ら汀か

つたし、またそれの定義バ、ミニマム・エッセンンヤル
」は書いてナよが1仁と思います！／、そ，れと同じ1孝之で・

「正常’な社公主弟を営むにゴつぎつ必要椋官話能力」と

いうようナよ定一義で’、いヵ・にもアメリカ的な定義ドと感げ

よす。そういうよゲよ定義をしt二上で調査を企画し、夷

地し†（のですバ、そういう考え方自身、それまでは必ず
しも普且ではナよが1†二んじゃナよllかナよ。まで調査をして

みて、後から何とがっじ’っまを合わセ1るというよづ†よご

とドつ†1のじ’やナよいかナよと思います。

 それに、林知己大くんバ少しお・くれて参カロし†こ。斗月

じゃナよくて6円ゴるしヤナよかっ†・かと思う。景初は白石；

一誠ぐんという／）・らわれわ札は紋計学の講義き受け仁。
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途中から杯知．己欠という、これ1よ何か葎希耗計学とや1

ている若い人ドという、トれ込みで、6月〃・7月ゴうじ’や

十よかフ†1がと思いますが、恨バ参加してから、チームに

タ的が出て河1。

野元 林てんは後から行、て、白石さんが狗もいわナよい

から、やむを得ず前面に出てさkという二とのよクセす。

柴田私は白石ぐんと杯マんの関係は知ら・ないげ牝とも、

！ザうは林さんは、措／／て汀1ネコのよう．に静かな人
でしτこね。（実）しかレ、ぞ札からオ勿’すゴ〈燃、えてさた。

林立んにピフて、初め・にある就訂師戸よ孝之なl／企画ヴ！／

バあフ て、 それ圭実施しすこというよ一．’ノも、 リテラ／イと

いう対壕乞前にして、調査をしナ8がら耗計的ナよ孝之き開

発し†二んドと私は思う。す～から、確率の林的定義という

のバあうわれすこめは、 ぞのす“フと後ですよ。

野元水野（担）ぐんはどうでしす二。

紫田水野さんは、私は交して印桑に戊フていよヤんね。

講義を受ザ；わけでポよいし、とざに未野個人バあらわ
れて何がい、ていくというぐらいのことて“し†・。水貯すん

は私の高等学校の先輩というか、同窓生で、前から石は

知ってい†このですバ、この二とにっいては、そんがに印

象が残フてい偉いで’すね。

野元 水野寸んと林ぐ．んが論争しているのを間い†1こと

がパ1ます。それは、ハーセ／ト左ムしますね。そのパ
ーセントを冶＼訂’しτニヒころを／00・0にするかしナよいかとい

う、ぞいくτご川い二とをやる竜パごと思って、驚い
て間いていすこのですべ、林ぐんはそうえて／00・0声とびる

ように寸るという主張ナよんですね。

』柴田  それはよはど考麦でしょう。
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野元  こ札の整理の途中です。

柴田  ゼから、条きわ，f；後ドね。 そのとさに氷野ご／）バ

虫てさ†このかブよ。

野厄†ごかラ、この報告書ではパーセントの欄を合計す

るとみんな／00・0にナよるようにナ51ているんで寸。

柴田 水野市ん、・最初から出てるマ

野元最初からがどうかはわか州いでブ。
柴田 紐餓の中に入ってる三

野元 人フてますね。ヅげと、資格はちょフと違います
ね．林さんが寄門委員で、フjく野プんは助手にびつていま
す。

柴四 水野さんとの交渉ははとんど記憶■ひいでマれ、や

つい1毛。林さんとはそれ以後、何というかあ・互いに刺

激し合う同寸で、杯才んは、城戸さんに前にい・t二よう

な根本的思想があるも。ドかう、ともカ・く広げる、座1ブ

る、フポ／貧麻師な調査をやつす・わけで’す。突隊には林

さんすごと．啓う、そういう貧麻剛1や。すこという二と自争

は。

野元積1頁賀で寸カ・、調査をよくやフていないというの
で差しか之乞やつ†二1ノ、 そういうところまズ。全邦しτ二ん

ですね。

栄田 象徴1的汀のは小田原市のサンプ1レ調査じゃないで

すカ＼。あれは非帯にいい調査でしすこね。

 ノド田原をゴ量、ザという二とに一フいては、オ木こん・バ、あそ

こはネ±伽ヲに多様はところで、す／プルをヒるのにお1も

しろいとこうド。つま／1、邪推していゲよらば、林くん

は、サン7∵／グということによっていかに小田原市会
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イ本を．よく反日史するが・というテストにノ1・田隊左イ史フτ・とブ

え射るところバあフτ1んで寸けれども、定際は非常に

よかフ†ごて↑ね。宮様方・何かバ被調査者に当す（フちゃフ

て。 株さんは最後まで“、当然呼び士、すべさで’ある とが1ん

ばつtl。最後は緬逸恵するという二とで、＼そこ｛け

ンプ1レのざまかしを一それは欠席と推一之ば’いいわけで

すけれども。そのくらい〃様な郡†でし仁。

 いま思い出すことは、その当。寺、庫という、のはナ8かっ

†・わけて“す。アメリカ軍バジープを出してくれ一で、東京

から小田辰まズジープ．で行フすご。珍しい葎駅である二と

と、足もとがい中に令え†1ので“、け二とはいまヅに記
億に餅8クニ残ってい辛す。何か特別ナよ気持㌻でしすこね・

（笑）

野元 私もジーブにはでい、ザん乗りましr二。横須頂にも

ジープで行っ†二。／0月到1ヨ、吹3くらしの最後の日で’え

らい寒かっτ；です。〃月1目にならないとわざのドアバ

ーフかないとヵ・いって一…・・。

 それから、地方に出張するとぐに、特別にラ元手に早＜

乗れτ二でしょう。

j柴田それはあまリ記憶にナよいて帆す。者P竹（姐年雄）君

ナよんヵ・それを尺いに利用しτ・方でしょう。九州がどこヵ1

へ行フて…一・、（笑）

野元 調査に行くと〔・、一般の人が乗る荊に乗フ7い
ていいわけナよんですね。中には丘勤に了メリフク軍のγこめ

の電車の車両に乗フ†こ人バいる。

紫田 い意味で’は米軍をが†に着†1というか、利用し

τ二というカ・、あるいは利巾パ1というカ・、そういう二
とですね。。 そうで毎ければ、 こん・な・全国民。左一定の目に
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集めるということはで汚い。こんザと、将来もて3
ナよいんし’ヤ ないですづ＼．

野元もう㍗まセんね。国語械所で調査しブことごに、
上野・岡崎でやりましτ1で’しょう。あのとごは来亡人に

謝金を出していますね。

柴田 リテラシイでは何に毛出してないでしょう。

野元 之之、何も土してないですね。

柴田 渡辺神一郎がサンプ〕レに当たつ†こんですよ。ノド田

原の臼司査のとざで’したかね。 ちゃんと釆て＜れましτ二よ。

野元末τ1という話は聞きましτこ。

柴田 それで熱心に書いていましτ1。ヤれで一っ遠つマ

いτ1が1よ。（笑）非常トまじ州1、ひやか’し苅分で㈹〈

て、来てくれτこ。私はその後あるとこうで渡包†ん！こ会

っ丁こことバある⑦ですけれど6。 タレント とい うイメー

ジカ・ら受ける毛のと3室フていて、尊敬すべ、キ人でしτこね．

 それから、稜訂教理的び孝之方というのはいまヤ常識’

になフてしまラ仁でしょうけれども、そ勾当時白石ブん

を．通・月ですけれビも・いういろ1けンプリングのれ
方を勉強し†このは初めてでし↑㍉教青絞計学という葬っ

ぺら汀悪い祇の本バある勿ですバ、それバテキストドっ
すこ。

野元 そめ本、私はいま毛狩ラています。

柴田 箕差別抽出とか才よんヒか、言葉としていヤな名前
がノ多がフτこ。ストラティフィケーション（Sth孔t｝手iC孔tiOh）

というそのこと自身バまτ～新しい概念レや材がったんで
すが。

野元 日本で全国的1二適用しτこのけ景初の方’でしょう。

柴田 †～ヵ・与、林てんバリテラシイ・テヌトで層別をヤ
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つt。川よ、みずから大いに評イ画する勿で’マけれども、私

はあまりその評価バびんとこナよい。ヤういう考え方一自身

はすでにあフ仁んでしょうけれども、それを穴隊に．直用

してそれナよりの成果き上げ†こヒいうのは初めてでしょ一う
ね。

野元  それから、いわゆるマ1レ・バツ式のテストという

のもそれまであまザよく7、これく’’らいが最初㌫ぺ正い
て“ ｵょ う 力＼。

柴田 そパとはイシス1・ラグンヨ／、指示孝にはどう
書いてあフ亡こがしら。「マ1レをつけて＜†～すい・と書いて

あ。†こがしら。

野厄  「マル左っげてく†ご†い」と、口暇でインストラ

クショ ンしにはず’ですけれども。 いまはイメージが’よく

ナよいけれども、マ／レ・バ・ソ式というのはセのとプが最初

でしょう．

柴田  索引に典て るマ マ’レ・バツ というのバ名レ索引に

あれば、それは日本諺として非常に早い時期で寸ね。

野元 マ1レ・バツは索引にブ∫いですね。

柴田  マ1レ・ベツバ女含まフたのは、もう少し後にアテ’

ブメントテ又トというのバしばらくあ。τこんですね。あ

れも放膏研究所で州ましたね。私、ちいと筋カい1
ので“ ｷけれビも。

野元 そして、似t・ようげ語形を提示して、正しいもの

を笈はゼるという方法、表れはだ牝がいい出しτ二のです

カ・。やっぱ／1了メリカでしょうヵ・。心理の方てはず1と

ヤ1つてい†・もパ㍑か。

柴田テストの内春や方疹についてはエドミストン女史
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毛ぺ1レセ’jしも何も い いまセんで しτ＝。 で’すから、 われわ

れの間で孝之†こ二とです。

野厄 われわれの間で孝之t二ことですヵ・。

柴田 そうです。†三から、 ことしの共五一．・欠の問題と同

じですよ。「栽培■の「培」というのに当てる候群の1字に

似†・宇が埼っかあフて、正しいのにマ1レを．つけるという

カ＼一・… 。

野元 「木・バ書いてあっす・リ「衣・バ書いてあつ仁つ

する人／です力’。

紫田共五一次はマ1レげヤナよ’〈て、あれは渚すやっです

れ。もつ・と味気ないんですけ仏ビも。それは一フまつ、国

民すべての人を対采にするのヂからというニヒで’ああい
う千名をとつ†1んす～と思う。

野元 稿局、就み書ぐ能力、†二と芝ば単語の能カド、†（

ら箪誇勿能カボけを純粋に取っ出そうということでてね。

書く能力があ泰！／影響しナよい〔にということであフ†・

と思います。

柴田 日本の学校のテストというのは、衷掌を書かせる、

漢字卜振っヵ岬をつけさせる、そ牝ヵぐ者盈のやり方す～、

た。そういう二とは一般の人を対。象にはでポよい。それ

は島津一走さんあす二1ノのサゼス手ヨンτごフkかな，ある

いは心理学者の梅幸（八三）†んかもし札ません。とも

かくわれわれの中でそういう方疾について決め†二。

 それで、何回毛羊備調査をヤっているんですね。学稼

でもや、ているんで寸。てれがら、いよす～に覚之ていよ

すバ、室反倉に行フてやフすこんですね。

野元 小田原の調査とか、長浦。

柴田たゲ高れちゃ。仁ナよ。小田原はよく覚之ているけ
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ど。

野厄 埼玉県比企郡野本村というωもありますね。
柴田  それは記つ意ないね。

野元 千業県ガ幸房ド艮浦村。

柴田けはちいと記憶がある。埼玉県は全苓記伽
いね。私は行かアよカ・フτこが白しれません。

 私11とってまる1年もびかフ†二という二とで’しょう。

4月1日カ・ら妨めて2月の末に1よ国語研究所にη3まし
†こがら、極端にい之は正味／0ヵ円ぐらいじヤナよいですか。

い間に欠ぜ’いの人でや。†1も“、その矢立い時期にわ

れいぐらよくへわっ†こと思うね、

野元 それは6棒もらっているんτこがら、よ＜ヤらプよく

ちヤというη・……。（笑）

栄田 し力・し、倉粁ドけではそうはいか！よいよ。（笑）毎

日行フたし、それ力・らコンビニ・一クバないでしょう、計

算機ポよいでしょラ。

野元 計算杉受は、あのが手ヤが十ヤの回すやっです。

柴田 ガ手ヤガチギドけれども、そんばに無数に仔がつ
す二ですよ。それで、釈肴た学の学生を、あの当ε手ア1レノぐ

イドといっすこかビうが知らナよいけれビも、教室に集めて

計算を一一斉にヤブらせ†。ことバあるのです。

野元   そ ろばんですが。

」米田そろばんだフ†ll／、筆算す～111り。

 そのとごに、 ：一札は島津さんドブ仁と．誓いますバ、亨す‘

茸を／00個ヤ÷也て／フのエラーし1・ナよがフ江ら、そ牝

はもう完壁だという、そ㍑い打～に1覚之ています。そ

して毎日、2σ～30人いτ1と思いよすバ、衣室の一ように並

んで、どんどんイ士専バ並むわけです。それで“、翌日の仁
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ましt・れ。教育所完所の裏の和室じゃびがっτ二でしょう

カ’。それで、「もし終わフてがらソビェ←カ“日本に来tミら、

諸君は了メリカω仁。事をし亡こというので中られるかもし

北ナよいけど、お’北バ青／王者たづ’ら、ちゃんといって作る

ぞ’」とかばんとがいって欠みえを切フていまし仁。

柴田 いまから思うと孝之られナ～いようナよこヒを一＿一一。

（笑）そのとざ、江（突）ぐんじ’†ながっす二で’す杜。注

ぐんばハ1レ／ぐンっ“さの担当官でしτ・カ・ら、二いの仁享

は河野くんドつ†：。そういうわけで、ラ0年前の日本の情

勢というものをバックにしブよいヒ、いろいろ六美諺は記株

して用いても後世の人に理解がしにくい。

野元それヵ・ら、柴田くんバ、日本活をローマ字であら

わすという真の目的、下1）ヵぐあフ7こういう調査をやフ

†こパ～ろうというち’話でしプ1が、柴田†ん自身もローマ

宇済看ゼかう、紗プマ客ドよ1仁方がいいと思1て
い仁んじゃびいですか。

紫田  それはいまでもそう思っていま一す、オ艮本は。 しか

し、こザヒ台身は、そういういわば「㌃1くらみ・、も1

とまじ・パよ言葉でいえば、教育使節団の勧告ヵ1あ1て、

それに対応して日本ベリテラシイを澗べるという二とは、

私は直接一にけ知らびかフす二。ホー1レという人バいτこヒい

うの1よ後て“開い仁ことで、その人は！回もあらわれナよか

つ †二し、 ぺ，レセ1レも その 二 とにフいて一言もいわなかフ

τ二。

 †こド、こういう二とは私は2回ぐらい残＜主張し辛し
τ二。解釈の作方によっては私の考え方バそ一れからわがる

のがもしれオ5いけれど“も、／か析をしτ二ういわゆる完全文
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者とい・うのは～わめて／パよいというノ緯果にいはい二は。

それで、最初の「憲法・では、先ばと話しにように正常
ナよ社倉生活を彦仁上にどうしてもこれドけは、必要は能力

ということで’、それに見合うよゲよ問題左忠しプ1ん～・

ら・われわれ！しUよ、満れと1、てくいきゃ雌な
熊カ盲持1ているとはいえナよい。そういう二とき報告会

で’いいました一ら、いまでも結城ぐんという人がいるて“し

よう。

野元 結城稀一†ぺ。

柴田 あの人バー着弦く反対しましτこ。日本の文盲バそ

んなに〃いという・ことは現実に合わナ∫い。しかし、数字

はこうだ。㍑定義カ・らいフでどうしても二うす～。㍑

とき都竹方毛発言権バあつτニクどうが知らナよいけれど舌、

都市貢も応援してしゃべっましτこよ、同じ萩で。その香
員会はそれで終わつ†こ。

 委員、含には白石尺二†ん亡い仁んじゃ1よいけのとさ
まだ釘本（久春）ブんヵ・な。

野元 釘本†んは最初はをうですね。

柴田 釘本さんは、私一はあまり印尿バオ5い。白石†ん、

速中でヵ・わらナよがワたマ

’野元 かわつτこかもしれません。第2国の国語訳で’二の

調査の追試をやつt；（「国瓦の耗み書き能力、の調査）のは

白石さんの課長のとラで’すね。こめわ牝われ。調査のと

さは、文部省の関係争務官というのは、中米季夏では釘

本†／。ですね。

柴田 白石すんは後になフてが÷かもしれませんが’、ず’

い、ゴんそ”、占、を批判しましτ二ね。完全文着とヵ＼不完全

文盲も入れてでてけれども、文盲バそんすよ比率ドという
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ことは、海外に夫0らし㍑ご非一1．常に困るとい㍉よゲよ意

味で’、そういう館諦を出しすごニヒには机ヤ」的ゴワτ1。和

しょ直浄は聞かなかフ仁めですけ々しビも、 友邦（若）荷あ

丁二りを通じ’でそういう批判バある二とは知1ていまし亡1。

 最初は、完全文盲、不完全文盲という枕倫は何かっ†こ

のです。文盲だけドブ†二のです。それヵ・ら、委員会で6

めるカ＼ら、満、乞というものに少々修正を加之†二。満点、と

れるはす“れころバ、左くの不注意から間む†こという

の星耗計的に処理して、そういうものも満点、としまし仁。

野元 つまり、満点、牽乏少し、〕、やしtこのです。

柴田  セうして多少修正しても満、占、卒の叙学はそれはど

変わら一．ナよいわけです。ですから、㍑新しい満点、率ヵ｝

れわれのいうソテレイト†～として、押し切っ亡二。私（丈、

孝貝底で2回ぐらい相当それをやつましtこ。や1tことい
うカ・、持ちこtこ之ましすこ。筋を亙し†二。

野元 それドかう、最後の打ち上げ底のとさには柴四く
んは大ノか荒れて、「ノン・コング1レージョン、ノン・コン

グ1レージョン」 とい，ていましプ＝よ。 ここでそういう満

請を虫せナよいのが非常に残々す～っす・ごとくでしす二ね。

紫田 そω打ち上げ《のことは全然記憶、ない。 そうい芝

ば教官研究所の裏にあ／1まし†こね。木立ω叶にあっす二。

野元 青、島中学力・何かの下τゴワτ二．

柴田 しかし、そφ様様のことはイη記憶に1ハ・。

 それバ終わフて、すさにあ1話しし†・二とですバ、ある

日1突然ぺ1レゼルから電話バかかって亨て、「ちょ・と話を

しすこいヵ・ら第一ホテルに来て’くれ．・というのです。第一

ホテ1レは彼の宿・合なんです。そして「自小の部屋に来て

くれ」というのズ、部屋へ行っτ二んです。第一木テ1レは、

             1．1）
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いまはどうゐ・知ら†よいけれと“毛、交に狭い部屋仔んで寸

ね。ベツ←㌧っあって、もう身動車で打よいのです。い

す一っ置けはい。もっと尺ぐい部屋バあるだろうけど、
ぺ1レぜ1しはそういう部屋†～フ†こ。そ二であ・そら＜ベツ．←’

に腰をち・ろしプよがら2人て“話しず1んで寸。

 〉1のと㍑ぺ1レセ1レの言い方㌔は、はつガいまいわブよか

っtこけれども、何とか袖諭乞曲げてく札ということなん
ドな。ぺ1レセ1レは、文盲バ非帯に〃いという、、）・うにやフ・

てくればウや困るというわけです。そういう．、1・うにはい

わナよいんだけれど’毛、・けつ プりい之げそういう二とで’す。

 しかし、私は、「それは調査をして出てポ1結果六よんド

から、そ牝を曲げることはで汀よい」といっ仁。いし

τ1ドそゲ～ろラナよ・というハな詞子で・ケ分と話を
し㌣カ＼っ†二と思うけ十じと毛、ざ7とへ1レセ1レは、 C工1≡

の中でそ）フいう犀カを受けていて二んビやないで’寸が。っ

まつ、瑚符1二戻じず・茄果を・宣さ使って忠しt二わけですか

ら。それバペ1レぜ1レに念っ†1最後じ’やナよかフたかと私は

．堅うので’す。

野元  それは「ノ／・コング1レージョン」 どいつ†二とウ

の’前で’すカ＼、イ乏ですヵ＼。

紫田 それはわからナよい。打ち上げの二とは全然覚之て

ないから。そん帖にいうナよら、初めから桐．査をやるメ・要

ナ5いしヤナよい力・というようナよ気持ちし’やナよ力・フたかナハ

 しかし、調査をしてい†；都竹君は校極的に発言しまし
†二ね。林君も、自ノかは専門外だ’というようすよ椥よしてい

るものの、寸ンプリンク“をして全体を反一吹しているとい

う信念はあるわけドから、曲げナよい。ですから、定隊の

調査ゲ1レーアは全員そういう孝之ドっ仁と私は思います

            20

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



ヵぐ、委員会は、必ず’しもそうビペよウ・フτ1。だから、私†・

ちのすに味方するようナよ積極的ナよ嘉言は記／槍にびい。黙

、ているという句は賛成τごろうとは思うので“すけれビ毛、

積極的に結城†んト夏諭するという人はいながっτこよう

に思うのズす。しかし、系吉城寸ん火外は好意的ではあ1

打こと思うのです。あるいは無関心が、どっちφ・。結城こぐ

んけ終拍反対していましτ二よ。

野厄 石黒†んけど’うでしt二。あまっ印象ないですカ＼。

紫田 ほっさ／1しなかっすこですね。石黒寸ん力ぐいうと少

し変わってくるし……。ですから、それを少しチ心一し仁

ナハいいんじ’やないかという二とは、石黒、ごんは私に一

切いわ†よかフrこて’’すれ。終始察、て見守・ていくという

ことじ’やナ8ヵ・っ仁ですヵ・。

 それに石黒すんにっいてい・ておかナよ＜ては打らない
ことは、二の二とは乱すどけじ’ヤナよいと思いますけれども、

3月には私は爽欠帥れでしょう。いまから思うと、
やけりいういろナ～会計的び及濯バあっ†二んでしょラ。4・

月ヵ・ら／士争を姫めても、4月に衿粁が帥いんです。夕

月にも出τ二か†よ、ともカ・く1ヵ月か2一カ月ぐらい系斧粁が

虫なカ・フ†こので’す．ドから、石黒寸んバ’、困るだろうヵ・

らということで、その当時の粉粁に見合う一6倍まで
はなかつ†二と思うげれど’も、ある程度のあ牝き工面して

くtこさっ†こことがあ／！ます。それは私†ごけいやげくて、

ぼ力・の人に対して毛、お・そらく九村（南’）君なんかに対

してもそうし’やなか。†こがヒ思・う勿で’すカぐ、そういうケ

ースはいどざありまして・れ。あ・倉はτこいんあ／けよが’

ら、二ういう、）・うにうまく……。

野元  うまく率えがらナ8いとさバあるん。ですね。
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柴田  さっ とその一音戸分丈部省で、’一都・かはC工1ミトと

いうことカミあるのヵ・、よくわがつませんけど、 ともかく

十何日に必ず紛粁が出るという出方ビやけがったです。

ゲのフなきを石黒ざんぱいバ気を使ってくだぐフ†1。
そういう役割！）は非情にいがつす1。

 それから、城戸さんとの剛禾バ非常に弦がフす二。城戸

くんは気持ちバ岩くて、やん七フ中ナよ青年み†二いはとこう

バあるから、それを石黒、ごんのとこうで適／当．にお1ぜん立

てしてやる、そういう剛禾すご。すこと私は思いよす。†～か

ら、石黒、すん自字は、杜李の内容㍑ものに毛そんナよに

タッチなすらなかフ†こと思います。 ．こ ういう 二 とを調べ

仁方バいいとかなんとかいう’ �ﾆもね…・一・。

野元 そういう÷ヒはあまつけかっにですね。整理の段
階でもなかった。

柴田 そういう主張をしtlいと享でも石黒†んは黙、フて

いらしτ二と思います。反対はもちろんしリい。そんなこ

とが非常に強い印象として残フています。

 私は、．国語問題というテーマ自身に興味を特フてい†こ

かごフ、ヤブら帖いカ・ということでやっ†こ。等柄自身が・全1㌧邦

斬しいことだ1τ・。そして概念㍑もの、そ牝から徒計
学ヒいう毛のに按しτここと、その2つバ非1常にたぐいこ

とド。†二。マれヵ・ら、準備調査を守るとか吟味調査をす

るとか、全都新しい葎駅ド・たので、何がヤ崎心に駆ら

札で、高検をはみ州ぐら好きなことをやフτ・という・／0

ヵ月の夢朴†二いなものげや々いて“すか。悪夢か良夢か知

らたよいけれど毛。

野元その夢まだ覚めやらずて“、国立国諸所完所に入っ

てからま†こ糸危くわけドけれ。ども、やつ1ゴソ二十しバあ・τこ
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グらああいうことにい†1わけで可ね。その虹の話6…
一’’

B

柴田 私個人・としてぞういうことて“、いまネ士広言語1茎と

いう石前になっているけれども、具体的ナよ。発端というの

はそ札ですね。私はそれをやるまでは、←1レコ語の言い

ところをヤ、ていす二んで’す。あるいは戦争が終わる．まで一

・は、いレコの暗号き解くイ士事乏軍がらやいれたりして
まし六二。

 ゼ’から、そ勾当時私は言語社会学というのはまだよく

矢口らなか1†1から、ぺ1レセ1レは社会学名だという二とゼ、

恨に聞い†こことがあるのて“す。そめ時かよだソン才リ〉・

ギ’スティックス（S◎ClOIi・3いS七iCS）という石前ウ之な

く、言語のソンア1レ・スタデ’イー6ナよがフ†こ。日。本に田

泣寿利の『言語社会学序説』という本があるといわれ†・

け札ビも、これは「社会言語学。でも「言語社会学。て“

いよい。へ㌦ビルがこれを勧め†二のも、いよヵ・ら思うと、

彼は読んでびい州1、本の名前ドけカ・シ李げ†ごんで’’はすよ

いかヒ思うのです二

野元 あれはいまいう言活社会学じゃナよいで寸ね。

紫田 あ②本は私はその前に読んでいまし†こがら。あれ

はダ1レム又テッドという人の本の辱約み†こいすよ6のです

ね。そ札は伶誇とか穏誇を扱っているというす～けで、祉

食言語学として瑚考寺寸れる内容はイ可毛ない。 アメリカで’

は社会学の方でヤング“という人バい†こということは敢之

て＜札†ニバ、 それ以」二のイ肴報は＜にけか。↑。ので’す。

 だから、その当時かいういいのをネ莫索していて、

国語研究所ヒいう新設の機関に勤め口がでさた。ここは

矛を出しや布い土壌バあって、すこよ†二ま方言というが、
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話し言案というか、ぞう1．1う珂兜を担当することに1よ・／、

’方言とネ栗羊喜多（関イ禾をネ上／奏言語学舌フに言回査して二わけで’す。

そには私の中の一貫し†1流牝†～と思う。で寸。それ・を岩

淵悦木師部長という人にめぐり底って、よくノぐ、ソ7ア・ツ

ブしてく†～’寸つ亡こ．

野元  箱局、 そ札まで’の国語掌というのはず’つ と古いと

ころバ主戸充で’あっ†二わけて“すね。現代幸吾の万f．完はあまり・

なかフすご。しかレ、いま目の前で生きているものを研究

するということは、言語の実態をとらえる、つまつ言語

というのは何で’あるかというニヒを調べる仁川こは重要

であるという二とですね。それはヤっば／にういう調査
盲通一してだんす～ん・・一…。

1米田 現代語の研究というの．は国語研究所・全体の大ポよ

テーマド。たわけですね。だヵ・ら、少し漏らせていうな

らば、社公言誘学の方1女で何バ研冠でさるかということ

で、その観点、がらテーマを探しt1というい汀フは否定

でさまセん。別に方言と探羊語の関係をやらナよくてもよ

かったと思うのですが、所属しtζ第一万サ党・室が’言彦し言茅1

の研兜たつ†二んです。方言と標率語・の関係について調査

じず1俵は、敬語バそういう研兜に句く対承ボと。腎いまし

†二し・いまでも思・ているのです。微語と，いう毛のは・

ネ土公言言苦学で’ナよい方戎でやつ†二、でなかなか成果は上バ

らブ’よいと孝之ています。す～から、方彦バあ・て対・象を手宋

し†・という二とバあ、たんです。

野元日本語には、体禾の累六よる二言語使用というめは
六よいわけですね。了メリカのネ士会言語学はそういうお・も

しろい対象があると腎うので’すけ牝ど’も、日本ではそれ
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に一番丘いのバ…一一・。

柴田 了メりカのニブ“口のイ／グリツンエれ。戸皆級〃・階

層ヵ・矢Pらすよいけど、階層の差と吉書吾差の関係というあ・6

しろい、しかも深刻は問題バある一。日本はそんナよ6のは

ないとし1っていい。

野元 日本はまで’ないでしょうね。いわゆる被差別邦茶

も、言語は全然’遼わナよいでしょう。

柴田 あるとしす二ら、皇室とそれ以外ぐらいじ’ヤナよいで’

すか。皇室1．まどうなっていろが矢口らすよいけれビも、壷う

らしいというこヒはわかる。家外同じ’か毛し札ナよい。

野元 皇室の言葬も同じじ’や汀いで’↑カ・。

柴田 私、1回たけしが荏駿ないけれと“も、皇太子殿下、

美智手ナ己殿下一天皇は矩らブよいけれど毛、 あ・使いナよ守

ろ言葉は、伺フす・限りではそん・プよに変わらオよいね。

野元 変わ弓ないですね。個人的ナよ＜せナよんて’しょう、

天皇の言案は。

柴田 小ぐいとき†～にかが放肴じず・んじゃオよいの。

野危 とにかくそういうことで、方言と共盈誘というこ

とであれば、二言語使用を拡大して今ればこれが’テーマ

であ、たということで’す松。

紫田 一フまり、人間と言語の相互閃係を見るというテー

てとしてうってっけ六よわけですね。 こ＝札は言書吾の熊カと

人間との関イ乗・を見ている。それまで“は言語を人間的専案

で説明じず1†～1げっすこヒ思うので’す．そうじぺよ＜て、

内方立ててあ・いて相互の閃係を見るということで’すね。

ドかI 轣A林さん・、面平（重喜）†ん、石田（直次）こん

舌入。てい†二と思うけれど毛、そういう人を研究所の仕

事の協力者と．して迎込入れ仁という二とは、人間的関係
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カ・ら見れば全く’／テラシイ・テストの延長でTね。島津

寸んこそい†よか1たけれども。

野元いや、いましτ1よ。敬細調査のと汁け失同月
完宥にナよりましτこ。

柴田 そうそう、パ’ソナリティーのテス←のこヒでね。
†こがら、それは本当にいまから孝之るピー・一・・。

清元  同窓会ですね。（笑）

柴田  イ丁か引 ぐ移・つ すこよ うな形で、 じく じたる舌 のがあ．

るわけて“すけれビも’一．’“。

野元 しかレ、調査と・いう。はやる人が大切ドから、そ

ういう人脈はしようがない。

柴田 気心バ合わ†よさやでさないし、ま†こ、気が合う人

、工合うよ）フにナよる．わけで子ね。けんか守る人はまずζけん

がするようにナよるかもし札ない。・

 しかし、後で野元君が・報告書をどんどん書いてくれ†こ

つ＼らね。あのと亨妙ブよぺ一ジが打ってあ・す1ね。二進法

じやナよかつ†こ？

野元 いや、そんなことナよいて“了。

柴田 麦とポよぺ一ジーじぺよかつす二と思うよ。

野元 二進ノ法はコンピュータでし・よう。 これはまドコノ

ピュータヵ寸ナよくて、 せいぜいエ5Hのビジネスマシ／、

ハ0 塔`カー←です力＼÷ね。

柴田  ぺ一ジが808で終わって、 すぐ90／にテよってい6。

野元 ブよるほど’、プよるほど。

柴田 ここを見て総べ一ジ九面河ぺ一ソ書よと思フたけ
れビ毛、突はそんすよにすよいわけです。

野元 それは汐／か私バやってこんでしょう。だけど、それ

は共要に血られてやフす二と思いますよ。
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柴田 後から変六よのが入るカ・屯しれナよいという．ので…一・；

野元 そこで“η1てお・けば、ぞい汁tlいんは追びて
こナ8いすごろうという何かあったと思いますよ。

柴田 ボから、このぺ一ジ教と1冊のネの箱へ。一ジ数と

見ると間遠いいよろ。

野元 二ういうのはその俊の本にはナよいでしょうね。

柴田 しかし、よく束穴虫版はこれを志しよしすこね。あ

なため個人的な関イ系バあっ†二せいがしら。

野厄 あのころ、戦没学生の手書己で儲」けましt（からね。

紫田 いまヤ彼は偉いんでしょう。

野元 に・ソフですよ、石井（和夫）移でしょう。

柴田τ～がら、これを滅しず1とさには禎はしナよがフて二ん

でしょう。

野元 ナよが1仁と思います。

柴田 こんはもの出してといって、茅（誠司）こんヵ・何

かバ反対したんで寸が。通すのに相当苦労し†ζらしいで’

すね。夷穴忠版として2冊8とか3冊目とが、吏に早い
時期てしょう。

野元  そうで’す、

 それヵ、ら、 いまはこんナよことを一する人はいナよいだろう

けど、福永（昭）肴に表を全邦書いて、舌らフτ二。福永恭

助さんの、冬㍑ん。

柴田彼は建築士だから。私は彼に家を建ててもらフた。
あのころはまだ束穴の吏薬学の学生だつすこ一んです。

野元 達築φ学生ドカ・ら、 こんナよさ札いプよ字で書い†ζわ

けですけれビ毛。

柴田 ま†ごとざどざ食いますけビね。

野元 うちの隣の燐の暖の家の親戚の娘寸んが楯永君の
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輿㍍τ～と1・何か開い一†・ことがある。

柴田 その輿†んのことは私は全然存じませんけビ、ま

†ご鎌倉にいるんです、前のお1父すん⑦家に。

野厄 表の着考のつけ芳しが、こういうのはヤτこらに一こ

つまし丁こね。

栄田 それは野元君だ’な。それは私の閃与せざるところ
ド。（笑）一

 調査が終わフてから1年ぐらいやっ†・んですね。

野元一本†ごけに／年ぐらいかかつまけ二。

紫旧 2＋与度いっぱいやフて、2㌻午の矛尺ぐらいに出てい

るの？

野元21年ですね。
栄田  だから、2斗．年かう／年かがフて、出版に／0カ目ぐ

らいかかっている。

野元柴田さんバ国話研宛所に人1ブ；のは2斗与2月、私

が人1たのバ25年12月ですから、その間本とっくってい
†こわけズす。

柴田 で㍍ければ、調査をや、て毛、本をムぐナよさやい

け1よいということナよいですからね。・石黒、寸わ勿本（r日本

人（国語生活』束穴出版都 ／9女／年）の方パノ少し早く貞

ているんて“すね。ドから、場冶＼によっ てはあれ†～けでさ

米軍は何もいわすよいし、文部省毛何もいわないがら、こ

れは全く執念でやっtこようすバのですね。

 それで、凍穴虫版、公バ乗っプ・ものだかザー・・一一。束た土

版公というσ）はそのとざ初めて閉いτこ。

野元当時は土瓶邦とい・ていす1のです、いまは忠版会
ですバ。

栄田東尺バアメリカの尺宇の圭ねをしていいうこと
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を棺パこんでしょう。

野元 南厭ざんバ、「ユニパ’一シティー・エブステンショ

ン」とかはんとかいって、 その一環として一・…・。

柴田そのいにそれを埼写込んガら戊工して1．ヒいうか

ら、よあのんδな時代τ～っ†こね。いまボっ仁ら、文部省

の刊行助成貴をもらフて出すという、3、う寸よことでしょ一 ､

ね。

野元をうすごと．思いよすね。これが（『日本人の競み書プ
芹邑カ（／9夕／）』）昭和26年に／8・00円。

柴田 しかし、そういう、〕・うに徹底的に鮒を残じず1い

という気持ちは、やっぱ！／ノ岩い看のある気持サバい
ですヵ・。

野元 ざっと荻野（綱男）名ナよんかはそうでしょう。

紫田  束欠⑦分度の計画は、私はお・全の工面だけしたん

ですけれビ’も、ある意味でひそがにはは笑むところがあ

ろ。コンビュータバ人フているという、占、が・追うだけで、

何でもかんでもまとあてあ・ころという・気符ちは、がフて

のわれわにと同じ’ですね。ああいう気持ちにナよるんです
よ。

野元 レかし、それ以後の報告書にあまつぞういう勿が’

ナよか一）†二。 それゼころφ＼、 ちょつ とぐあい悪いところ1は

伏’せτこリ何がするわけて’すね。二とに程一貴をどういう、3、

う1こ捻出しtlがとか、ア1レバイ／をどういう、1・うに／吏っ

†こかということ麦で’これは虫て1．1ますからね。

柴四 それは、毛っと後にナよフて、そういうことの分析
1こ。耐える資料がもしれませんね。

野元†1だ、問愚とか疹実用秘とか、そういうものがな

くナ∴ちゃった。
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柴田 才ηバ……く

野元  それは教育研究所にあっ†こはずドけ札ど毛 、いよ

1まもうたよいようです。

柴田あるヒポ国語珂充所のど二かに移せばよが1．τこ
ね。

野元秒せばす’’1とと1てお1い†1と思いますけれど6。

紫田いまだ1Tlらマイクロ化㍗るんじゃナい1ですか。
野元それで、これに／000け／プ1レハあ！はし†二で’し
1う。一 ｻれのガドはあるけル㍑、カードの読み方バ
わからす8い。コード衰・ヵ岬い㍍ですね。

柴田’30打こつとそうなるね。

野元 ゼヵ・ら、ちょフと残念ですね，

栄田六変な物量す～っす・でしょうがら。

野元物量は六変ですよ。、
紫田 そんな毛の狩・てい・丁二ら教育研究所が困るよ。

野元あれは何枚でしtlか。6旅一毛フとですが。
紫田．林ぐらい1・。火ポよ宇でしい・ら。

野元箱舳～げと’毛、これに虫て1．1るんですね。！枚で’

すね。ち中んと寸法まではがフであります。これは私の
字ですね。

柴田 これはもとはだれかに書いてもらフτ・んですか。

野元  これは満田（新一郎）さんが寺いt（．という話を開

いています。

柴田 満由秀がい†こね。然々とイ士享してくれる人て“しτζ

ね。心理学看め知、亀ヵ・う尖ている毛の毛あつますね。言

語学者ドっ†こら孝之つかナ8いようナよ…・一。

野ラ己 サイコロの目で一っ目、二つ目という二とを検定
する・一・…。

            1川

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



 それから、次け囮角の一フのとこうですとか……。
柴田 それは中つげ1ハ心理学勿あれですね。われわれは、

内疹の方を担当し†1。問恩として虫す字を星、11のに何回

毛準備調査をして、／人で毛誤答があるもので右よいと取

り上げ†よかつ仁。

 しかし、そういう、1・け手舵をしてリアランイを梱査

・しtこものけ、あ・ぞらくいま†；に世界に七ないですね。

野厄 こういう手続をしいは伺いでしょうね。
柴田†こがら、厳密にいう1、比較する貢粁はナハ1わけ

ですね、大体外国⑦りテランイという舳よみんすよ国勢調

査ヵ・1丁かで、「字バ者けますがJとかいう質問が赤フて、

イエス、！一で答沐よう†よいでしょう。
野元  それ力・ら、学校に且つ仁年教で判定しブこり。

紫田  そういう間梓印な毛ので’しょう。†こがら、井1．菅に

立至しい4文字で’すよ。

野元ア三から、戦争後、あん1よに物バ穴5いころ、こうい

うのと姫め†こというと二一：その俊のいろいう汀虎展の

あれバ’ある州・もしれけい。

柴田 物がないからでプけいんげピよくて、ネ土公的ナよ一

つめ熱気があフたんレ’やナよいですφ・。

野元復興精神φ一って“すかね。

柴田 やフはリ戦後というあω時代の空気じゃナ8いです

か。†～ヵ＼ら、コンピュータがなくてもでぐすこ。いまコン
ピュータがあフて毛、／年でこれ†～けめ、イ士専はて“ぐナよい。

野元  で’さアよいと思いますね。

柴田 や札ばでぐるがもしれ†よいけ牝と“も、テ又ト自身

1不絶対で’さ汀いですから。

野元  こ。牝τこけのデ㌧タを本1こするというのは、 いまち・
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そらく二〃手間ではでざよせんね。

柴田 そ札から、印刷｛ていまはもっと時間バかがる
んし’ヤナよいですが。あ・ぞらく原稿き渡してかう／年がか

る影う、よはど・特別な事情岬い限1ハよ。

野元 〔いう、けはこれは空前花俊のいであるかも
しれまセんね。

 そうい之ば’確かにぺ一ジ数はあ・かしいナよ。ここでク0へ。

一ジも飛んで’いる。（笑）

柴田 しかし、もう40歳以下の人｛τ1ら、専門家で6
ここに書いてある事実・を矢口ら都い人が’〃いんゼ㌣ナよいで

すが。

野元 そうで“しょうね。

柴山 ゼから、私の前後の年代、右こと之ば’金田一（春君）

ごんは私のちょっと上⑦年代ですけれども、ああいう年
代の人には、思い虫として・…一・。

野元全田一さんはここに（戸．21）名前が出てい打。

柴田でれば記憶”中に一生残るのですけれども、それ
ベノ、後の人、で’すがらいまの斗O代の人は知らすよいん・ビやすよ

いかナポ言語・学／麦、国語一学公の倉員は。

貯元．矢口らナ8いでしょうね。すニブ、岩波講雇『日本語』

3の『国清国客間題』（！9タク）で、柴田先生の命。令で私が’

書きましtこれ。あれがこれに関する一番新．しい紹介です

けれビも。

紫田 そんアよ二とあフプこかはというぐ’らいのδので’、は

とノ）ビ矢口ら†よいんげや薄いかと思いま寸松。それに、国

民め文字め育をみ書さ育とカカベどの孝生皮あるのが矢口りす二いと

か、〔いう関心バいんじヤナよいでてか。問題として
存在しナよいと思う。了メリ・カ人ドがらぞういうニヒを問

            32

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



24958

題にしτ1ので、われわれ自身バこういう計画を守るとい

うのはナよいと路いますね。

野元  そうで“しょろね。

柴田 だから、了フリカの途上国へ行フでこういう計画
をするという州よ、間愚として存杜するから……。

野元 ど㍉ですが、ひビーフ．し笑）ファイいよいですか。

ユネスコあブこって’計画しょせんヵ・ね。

柴田 それからもう一つは、いま日本σ）誼み書さ能カバ

これよりうん・と上が’。ているとみんナよ思っていると思う

けれと“も、私は非常に疑問に．啓っている。

野元・ドけビ私は、当時の年とったすの人べ疋んじヤっ
たから、その勿＼上がっているんじヤないがという気がし
ますよ。

柴田 確かに完全文盲はす“くナよフている。身材的な故障

のある人は別†～け札ビわ、全体的ナ♂レベ）レとしてどづ†ご

ろう。†二とえば、ここに出ている問題自身にもう回答で

ざすよくナよフていると．腎いますね。1一～から、現イヤの火・要に

して十分マ能力という毛のを見る問題がもしでざτ（とし

寸こら、 とうたう う 、 これと 同じレベ1レまで行く かしら。

野元 これは七十何、吉、でしτ二か、このとさにぐっと若ち

てい†こ一のは年とつ†こナの人ですね。

紫田 その後、敢育という毛のバ着通に来ていると思ラ

ているでしょう。一番問題は漢字を書く一熊カでしょう。

そこの二とを孝之るとど’づかなと思うね。

 †二とえばブプリカナよんかて“毛、リテランイが第・ちてい

                   、るそうですね。人ロバ、〕・之て、それに釈育バ件わ汀いか

ら、数学ヒしては落ちている。
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野元 ま仁、電波コミニニケーションパニめに、書く生

活、読む生活というものの本目対的な地位が下落しでこでし

よう。 そういうこともあるかもしれませベノ。

柴田就むことは、まτ～いいと思う。読むというのはぐ

っはがっマいる感じて“すね。しかし、書く、二とに漢

字という二〕1げつτ二ら一が†こかナハ〃少偉しいけれ

どポ・二。しかし、漢字についてはどうかな。

野元 手紙を書かなく六よって、電話で清まマ。

米田 私はちょっとそれを疑っている。
野；も ぎピ）うがら郵便．粁全バ上が。て、ますます・…・・。

柴田 いしていいうこヒをいう・かといいま寸と、田
舎の小学校の先生から子紙をもらうんですバ、ちょっと

ひどい手紙があるんですよ。こヒに沖純なんかの小学校

の先生がらの手祇にそれグ〃い。というのは、戦後のと’’

ざくさで先生になフてしまったというようナよことじゃ汀

いかヒ、思うけれども、荻之る倒にもいいうこヒヵぐあリ

ますね。

 それはゴく少数⑦イ列で、全律のノぐ一セントを十げるほ

ビではすよいかもしれすよいけれビ6、急に上坪していると
は来 して 思えすよい。 そ う し1う一慈味」では育壱み書ぐ 育邑カと い

うものバ問愚として存たするのです。再びこういう二と

！すてさ†よいけ牝ビも、でさるとし†1らぜひや、て、戦後

の様チを矢口り†二いですね。屯し、能カバ藩ちず（というよ

う才よ結果が出れば、青亙の人は、当用液字に・し仁かラ茶

ち†こという解釈をするでしょ うね。（笑）当用漢字にして、

衷字を教一之る数バサよくすよフたし、茨宇ナよんかどうでも

いいヒいうい†よ風潮をつくフナこがら、それで漢字が書

けなくナよっ仁んだという解毒尺をするのバー脊遊しでしょう、
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野元  そうで’しょうね。

柴田 それで“、。締、／、やすヵ・ら、打こ30年もすこフてうう

一回ヤフフ†こらどゲよるか。この当時は無串11限に漢学を敢

えていτ：んτごカ・ラーもちろん義務敢奇では無制限じ’や

ナよくて、あの当’時は幾っ牧之寸こんですヵ・ね。

野元 もう当田漢字は杜ているんでTね。

柴田 成ているんt～けれど毛、それを習フ†こんは棟調査

者には一人もい†よいんtこがら。

野元本調査に付随してやっ丁；学校調査の調査者は当用
漢字、魂代かなプ’かいで荻膏†れ推めすζわけで育ね。†～

けビ’、も1う少し前まではそれがブよかっ仁で’すから、はと

んと当旧友宇は関イ禾打．い。

 それで“、当用裏手バ剛糸するヵ・ビうかという二とを私

は文部省の次の調査では思っτ二わすですけれども、 それ

ははとんど関イ禾ないこヒバわかフτ二。あ札も、二の『日

本xづ亨だみ者さ能力白司査』があフ仁からイTか引きずられて

やっ†二わけで、あの報告孝（丈邦劣『国んの読み書ぐ熊

カ』穴蔵省印刷局発行  ／9∠！卑）もこれ以上に詳しいて｝

すね。とにかくこの『日本人の……』七同じ版哩で2一段

にア8っていて、これよ1λ」小†い字でずっと書いて為フて、

あれも友音拝君らしいヤっっナよ人／で’すけれども……。

 でも、あれとこれヒを比べようと思。て両方読み比べ’
ても、ナよがナよかうまくマ・ソチしまセ！（ノ。問題が違うとい

うことと、それから、やっぱり年齢ヵ畦いますで’しょう．

っ秦つ、新しい方の国民の読札書さ能力調査では、もう

ヵ・なはわか。ているものとして牡してないわけで寸。ビ

から、ます“その、ξで比べられ林い。

柴田 抑漠写のあれで少しやってみると其・6しろいと
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路いますけれビも。

貯元やフばつ当用漢字、常用漢字ヒャな／て、柴町
んはま†ざ一まτ～というのい・かしいけれども、ローマ
字誘・者で†ね。

柴田 簡単にい之ばね。

野元 夷瞭的には……？

柴田 実際にはでラませんね。定年でもうやめ仁男ゼも
め、何もて’ポよいよ。（笑）小すいこヒ†～けと’、索引で「丈

着」をレ川、δと書いてあって、いっか時元君にそれを指

摘レすζことバあるんで． ｷよ。記憶している？あ’かしいと

思ってい†こら、池田多禾三郎才人／舌と以舳δとい、す二んです

ね。 をのことはどこカ・に永久は記録してある。君のはけフ

きりけ一マ字ナよ舌のすごから、あらわに出ているわけτ～。

野元 ～mδぽ帆。仇伽介を完よとけっているので’す。表印
で→帆Gγし仇介とナよっています。

紫田 そのとさ私は、』舳帆♂という読みれ存在を知ら

ナよかつ†二。野元肩はそのとさ、レ肌帆8じゃナよがパψ。

野元ガつ丁・ヵ・もしれませんね；

柴田 そパよら問題ないわけす～。b舳↑で虫ていたので、

私はそれを野元君にいつす二ことがある。 それで私はひ。

くつして、それヵ・ら気をっけてい†二ら、池田弥三郎くん

バロていフ†；φブっ†二かな。これは東京、か．なヒも．堅つで（

んドけれども、そうじ’やナよくて……。

野光束京じぺよいです。そ札で、郁竹ごんに私はb舳分
ドビいフす二弓、考皮は禾久と話一をすると亨はし以代帆δというの

です。あの人らしい。（笑）

柴田 透Lじすよいと思フて…一・？

野元 並Lじないと思っt（のヵ・どうヵ・わがら薄いけれど“も
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柴田確かにし肌帆δという人はほがにもいると．思います。

†こド、あまり話楚いごアよらナよい言葉ですから。昔は「明さ

竜」どいつ†こわけですけれども、いま差別語になるから
イ史わナよいでしょうし一一…。

野・元厚するに「竜。という言葉をそういう、1、うに使う

・二とにっいては・やっばつ橋フているめか允しれ1よい。

盲』いうことは、それバわがらナよいという意味でしょう。
文章がわヵ・らないという竜ウ米。

柴田 命名側に差別意識バあるわけでしょう。じゃ、不

識者とハ無職者とかい之ば’いいんドな。 りテラシイを識1

字稚カ」 と訳す人もいるI’でしょう。

野元†こけビ、そうすると書く方が入らないよう†よ窓じ・

がしますね。

栄田そう’ B「ﾇみ書き育三カ。という訳にフいてもずい、／ご

しもめ†・。ですから、あ1そら＜窓ラ麦は「りテラシイ」と

書いプこんビやないの。

野元憲法は二こに人フていハ・どうポー…。

紫田 それは老巧ろん人フてる。話としては一番最初で’

寸ね。

野元 「L1tれ・／の概伽（P・3）。

 いっ毛「りテラシイ・とい・て、「読．み書き能カ。とい

うの力、使われてい亡こ（はこの本にすると3て“寸か。

紫田 俊のオで’すね。

野元  りテラシイでは売れないという二とは石密がですね．

柴田 毛ちラんそれでは本にナ川ませんね。いま†～つて
・リテラシイ’ vという言案け音盈ではないですね。
野元 「L了ちe㍑・／は常識幻に、〆苑んす～一つ書い†二つする
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能ガというように孝之られているが、そのようす浪羨
では科学的には不十かであると．思われる。しかし、今ま

でにht・けC／が科学的に定義守札す・ことはない。・（P3）

柴田 これが、エドミストン女史の丈幸の翻訳です。・こ

れは「患法」と称するやっで’す。

野元 ヤれで、そのリテラシイを柴田寸んはよくかたが
ナよで書かれた。「りテラシイ。 と「イ。は入れ†よいで’、「リ

テラシ」と書い†こようナよ感じがするんドけれど’も、そん

なこと†よいですか。

柴田 その記憶はない。

野ラ己けかいトプは、年程君はいつ生まれ†二んで
すか。

柴田24年の2月です。
鮒じゃ研究所に入、†・ごろで十か。

柴田所完所1衣2斗午の2月州、里程が生まれllのは・
月斗θたがら、そのちょフと前で・す。す～がら、まτ～llテ

ラシイ・テストの千一ム1こ身分バ形式的にはあるころで一
す。

野元 ヒにかく、石前．を里程ヒいう名前に・一・。

柴田  リテラシイがら里程としt二わけて“す。 いまヲ0星ネ圭

ぐらいで’すよ。（笑）

柴田 ここで枇計的なあれは、†。だサンプりシグという

二とですね。サンプソングで全体をっかめるということ

じゃナよいですか。サンプリング、哩補1的にはよく母集団

を代表するということバいわ牝ていても、実際にヤフマ

〃τこらどうかという、い二との突駅で’称すいよんか、
丈（矢だ’といっすこわけで’す。
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 ドから、いま杯さんに、届けようと西千丁んに持ってい
ってもらっtこもめもそれに一 ﾖ係があって、・今・良朝．日に名

前の調査。）稽果カベ虫ていたでしょう。

野元世論詞査じ’ヤ付いですか。

案四 朝目め世論朔査の対象看の石肯の稼計‘。セれを、

私は朝目許んでないもパ～’かう、林君からある晩電話が’

かかってざて、llアラシイのサ／プ1レ左使1て私がやっ

†こものがあるわけです、昭和2時ゴ引二元したものバ。

それをコヒ㌧してくれというので’寸。それは非常にあ・も

しろいもので、宵単にいうと、それまでn珂完ですね、

惚榔正明という八の学士含の名簿とか、それヵ・ら佐久間

英というノ／＼の、あれは大体地方公ラ秀員の名簿で、電京麦帳

が．主ですけれども、そういうもので調べると、←ツプバ

焚木、21立バ花．藤なんです。 とこうカぐ、これでは（『日本

！（ω読み書さ能力』）佐藤バドソプで、鈴木がz位ナよんで’

す。今度の朝日も、椎腺がトップで、鈴木バ2位。

 ところが、3位に朝日は高橋バ出ているめて“す。この

りテラシイでは、3位は田中がム本か、ともかく南橋は

！位ぐらい†よんです．復員局というのがあつて、復員者

名・薄を私、ビういう関係す～っフニか、敢之て毛ら．。仁もの

バある。それは棄教を開いてナよくて、すニドカードめ厚み

ドけを荻之て もらつ†こんでドすべ、佐藤、棟木、 そして第

3位に高橋です。

 ドクら、われわれのサンアリングは、もちろん人名の

サンプリシノブじゃナよいんですけれども、／位、2位とい

うところはこれで毛寸かにいけるわけです。朝日汁すこい

にあんナよ膨尺ナよ人をサンプりシグしナよくても冶＼っている．

。しかし、3位になるともうこれでは勝て一ない。これは層
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別で†カ・ら、どこかの村をとれば一・一・一。

野元一つがぼフと出て……。
深田 ですから、ビうしてうそこに偏っバ犬るという竜
ウ末で’冶＼わ林い。

 そ⑦ こと は、全国ではイ左粛ζカミノイ主で’ある 。 小 し偏っ た

というか、有餓首というか、学力⑦高い人というか・そ

ういう人の名簿一名簿は大体そういうもめが多いです
から、それによると鈴木が／イ立たよんですね。・ところバ・．

イ呆陵：会社なんかはイ友崩ξが’トップ。です。 とさ どウ新聞に出

てますバ、いつも伍蘇．がH立ですね。

野元。 それは伍寮が東北という二と、マれバ背景にな。

ていますね。

柴田束力で稼いでいるわけでて。束九ヵぐ全体的にいつ

て学歴が’低いことと関係バあると思います。

野元 そういう二とからいえば、一番最初に新開の請受

調査をしましtごて’しょう。／位バする。で去るという

こともこれて“すでに出ているわけです。 いま幾らやフて

毛、全邦「する・でけね。

朱田 r↑る」共票はけいわけド。（笑）

野元  「する。「いる」そういうのバ上に来るというのは、

この調査て“も虫でいる。

柴田 それまでは誘褒詞査でわかフてい†二例かナよ。

野元 いや、わがってナよがフす。。こういう関係では六よい

んじゃ伺いですヵ・。

j米田 名言司はイ可かしら。

野元 名詞は「倉社」ですね。

柴田 「委員一ナよんかまゼ土てこびいマ
野元  「李員」は出、てさよせんげれと“も、「組合」たぶんと
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いうのが出ている。とにかくτこちまち反数バ2ぐらいに

十よっちゃうんですがら。

柴田  そ十しはすソフ「レがノ少打いから。

野元 非常に少ないですね。それでも・する」は／着。

紫田 「する」の次は何ですか。「株式会社」か。

野元朝日はどうす～、何はどうだと……。
・柴田 ちょっと詳し遮ぎるね。

野元詳し並ざますね。これはちいと遮んじゃっ仁か
亡こいナよ一・・。

 すゴいですよ、毎日、二朝日、÷走売、㌧中音p、丈。寿重二、西

日本、中国、珂九、日系差、人乳、束末、第一一一一一一一。

栄田 第、一ってあフたかね。私は記ノ槍ナ8い。

野元 に委員。モ相当〃いですね、29、

栄田  これは2住という意味ですが。 竜フと〃いのは汐

いでしょう。

野元〃いのは夕いですよ。二札力順清閑依のところで“
す。

柴田 国研でヤっす二最初の調査は「委員」でしょう。こ
れは．瓦主主義の反映ですね。戦前すごフ†二ら「委員」ブよん

カ・忠セこ†よい。

野元 こいよいろんな新開をよく州まし†こね。
柴田 人民新間ナよんてどういう新間か矩らナよいけれども、

やっぱり夫産彪の新聞て“しょうね。

野元 赤放がけよ’いから。

柴田赤旗はあフプこでしょう。でも、日刊げヤ枠かつ．す二

でしょう．

 誘家綱査の紬邦にフいては、郁竹君カぐずい、ザんヤっすこ

／）げヤ†よいがと思・うのです。こ7ちはナーストワードを土嚢二
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、ザことが第！目的†ごフたがら。

野元 当時の用称割当量ナよビ毛土てますね。

柴田 それで盈んτ㌦じ’やがいの。

野元  高畠（平）君というωが束欠の言語を出て、用紙判

当委員会にい仁。（集）

柴田何力・華やヵ・にやフ†二んでしょう。

野ラ己 あと、国語研児所に抄いて就計を使っ・て二誘の思い

左かっ百カ＼一一一… 。

柴田 、思い忠というか、†つさいフ†1こと以外、フまク

そういう方＞夫を椚いることのて“きる対・象を探して、方向

を一層雁認し†；というような気がしよす。

 ㍑から、方言と標羊語との問題は、岩・淵†んバ非帯

に熱心にベップアップし†；ヒいう二とて“成立し忙んじ’や

ナよいですか。 ヤれかう目誘研究所の謀立の目的、言語生

活の何とかということの私なり。受けとめ方．はあ，ブ．・o

で’、そ牝をτ二だ’理屈ドけでナよくて、実際にイ司rらかの形で’

よ体的ナよ責粁にしていフ†ζということですね、

 ブから、自分として本当に列す二い研究がああいバ
のド、たかと’うかという二とは〃少疑間て“すね。フまり

こういうものカ用／て、全く純粋にという三とはあつ得

ませんけれども、研究所の目的に合い、自分の好きなこ
とをやろというこ一とτ～ラ仁さ何をヤブてい仁か、ちょつ

と自体でもわか／1ませんね。

野元 国字間題。平井（昌矢）寸んのやフてい†：ような
こヒて“はナよし、。

柴田 斗井†んは国語数脊でしょう。あのころはアメリ
カの国語衣育の系召介み†1い柑ことをやつましたれ。
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 最初は、中村（通夫）研究室で栗京語の調査というの
をやつ†二んで“す。あれは簡車ナよ叙亨バ報告†れ。ています

けれビも。

野元 年報に虫でいる。

柴田  ですから、中村さんの中の研究■のイメージはああ

いうものではナよがつすこがナよヒ思うのです。仁だし、あの

ころは白河の前に八たがあるわけです。「・＼丈ばち・6しろ

いヒころ†ごからやるべぐである。と中村すんの→フーぜスチ

ョンがあフす二。それで、望月諌三という人バ前に束尺の

国語国文学科に率．蒲’を土して、八丈はおもしういという

ことて“、、私はノ＼文をやつ†こ。そのとさは稼計的ナよ方彦は

用いてナよい⑦です。たド言詩形式に人間のレッテ1レをつ

け仁。男バい1†1か、丈がいっい・、そういうことをや
フ†二という点、て“はタ少ソシオ・リンギスティック・な芽は

出ていますけれビ毛、本格的な6のビやないですね。方
言バあま！）に6着しくて、ヤ札に振リ目ぐれち中フてい

ますから。

 しかし、遮藤嘉墓くんは、あの八文の報告書は非常に

買っ†こんです。どういう人バ使う言葉がとが、そういう
ことがある。 それ。で、学士碇；す～つ仁．か、1ヨ本人の業積を

英文か何かにして毎年出していまし†こね。ビこが主宰㌣
ラすごか、各学・会1・から蒲・丈を一っゴっ推蔦して安している

でしょう。

野元英語か何がで出寸のですハ。

柴田最後は英語になるので｝す．いまもあるんじヤは一い
一かヒ馬う．それは学会がら二つずつ論文を出す。そして、

文部省だろうと思いま十バ、それをまとめて本にして、

最後に英．語に訳して海外に知らてる。そのとぐに、ノ＼丈
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の言語調査については迄蘇†んドと思います、椎蔦しτこ

のは。

 遠藤さんは、『日本霊異記』か何右・や。ている打ごけれ

ビも、そういう関心があフ†二わけで’すね。そのバ’ツ7一に

岩淵さんという人が方言というもの1：閃1）を持フていす二。

高察武馬市んの話を閉＜と、「方言」といラ雑．誌の企画き

持ち込んだのは岩淵すんらしい。あ・そら＜静岡高棟て“東

条（操）先生の教青を受けて、方言の重要牲と・かそれに対

する関心はほかの高校生よりす“い、ザん強ヵ・フ†こと思うの

です。

 国請研究所で、第一所究室は方言・左共ず’しもやる勿て“

はナよいけれ ビ 6 、 方言 も そ 二 で共要†～と い うので、 ．結局、

方言と話し言葉とかがれ†こということじ’やナよいて’’すが。

野元 地方研究員を置いすこの6そうですが。

柴田 そうでしょう。最初にああいづ毛のを置いていま
だに澗．っているというか、あるいはお・荷物にプよっている

力・、 どっちが知らないけれ。ど毛、あれははヵ・の研究所に

もはいでしょう。

野元 ないですね。
柴田   あれはタ目方の研究者 きず“いぶん刺彦ζし†こし、 いい

制度じ’やナよがっす；のですが。実質上はずい、ヅん酷使した

ドろうと思うけ牝ビも。

野厄 酷使し†・んじ’ヤ材くて、まだしているのか6し牝

†よいけれビ’も……。（笑）

柴四 ま†さまドときどざ青の名前バ虫てくるがらね。最

近の年報を児仁ら、「岩井隆盛。なμて名バまだ虫でくる．

野元 八丈のK図表というのバあフて……、
柴田 あれは楽しん†～んですよ。丸ム（文行）、高田（正
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右）ナよんて’’†よ。

野元 高1万冊完所の……？

柴田 ええ。高田君は丸ムさん。のあれを1受けて考い†こん

でしょ う。 あの了イデアは丸ムぐんでしょ う。 †～から、

／可力・愛すよ一・。

野元 ．ゴら下バフていて、起重碕みτζいアよ感じの…一・・。

柴田  あれは丸ムざん。、楽しん†ごのか、楽しまれ一τこのか

夫1コら†よいけれど毛。あれは肩た計ではないけれ一とも、一種

のパターンで表現しようという考えtごか㌻、ちょ一ラとつ

ナよカぐっているでしょうれ。 しかし、巻末のナに文献目録

があフす；！／、請索表バあっ仁・／、あのあたつは古色秀然

としている。

 いフか研杷所の所員倉議のとさに、私は平声†ん1こや
ら札す二よ、「八丈。島の言諺調査」 という書名は「八文島」

の調査なのか、八丈島の「言語詞査・才㍑が、ビバす～
と。っ求り。＼文鳥セ細る†1めに調査をしτ1のが、言語調

査というニヒをノ＼丈島てやフτ二のか、〃少屍理屈で’すけ

ど、 そういう二とをいわれす二二とバあ！1ます。 ぢそらく

「両方ですよ」と箸之†こように思いま’すけれ一とも。

 ／＼丈については、禾久はずい㌧ゴん国書多研完所1ニサ’ビス

し†こと思いますよ。すよぜならば’、初年度1：成果が忠るは

ずナまいでしょう．八丈モ、中村†んのそういう諸バあフ

てやっ†1†こけ†～から、私は、穣音書にしパやナよら才スい

とか、し†二いという、3・うに全然孝之てナよかつすこ勿マ“す。

1ユ月の終わ／ノヵリ月ごろ、青稼†んが、「予算があるから

ビうしてモ打なさヤいけすよ1㌧命命をするから、20日
休んでいい」というので’す。それで私は、2◎日ぐらいお’

手の本堂に庫フたガ／書くに書いすζ。
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貯元 3月‡でに本にしぴくらやいけ㍍いわけでしょう。
紫田 実際に出立こめは年月ドと思うので“す。 レかも入札

しなプやいけナよい。そうし†二÷、安く入札tこところは印

刷所バどこτごかわから汀い。相手は、家へ行くと音通二の

家林ん・です。 その人がどこかの印原1け斤へやらしているわ

けです。そ牝で、校正のと亨一毛す’い、ザんその人と持融

し・†こけ牝ビも、印刷所はっいにわヵ、ら材が、卜。 文部省

機閃とし’（の国立国語’研児所が、一着安いと、ころにヤら

し†1という二とです。だから、印、制としてはずいぶん才

でいんですよ。

…野元 羊氏’もよく薄いし……。

栄四 狐はもちろんですけれど舌、それは安けリヤいい
ヒいうこヒでしょう。その、ξ、で私は肴藤すんに1よすい、！こ

ん†一ビスしτ二。あれで斎藤†んはいい、支破いτ～と私は

思う。

 ま仁、青終†んはあザろかうナよかナ8がや、リ手でしす・

から、臼〉丁の調査に行1す・とさポ市瓦相手の調査をや

るがらといフて、臼珂の新開記者左集めて一杯倣まぜた
んです。そんナよ知恵ナよんが私はなかフす二。平等い時ば打

ざやいけナよい、一希に呼ぶという二とパこめに、3～4

人†ころうと思うけれビ毛、倣ましτ1。そういうことを肴

藤さんはやっ’てくれましプ：。

野元その後の調査で」孝、そこよで庶務部はやってくれ
ませんね。

紫田 庶務部長・ブよ。斉藤寸ん、特別じゃ帖がった？国

文卒業†三し、そういう意味では岩淵†んとも並い。それ

から、あの人は法政欠字に夜見って、ヒさとウ所員の島

崎稔君の荻肴乞受けて、ついに次矛千を志すこわけでしょう。
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それで文音p次官まで打っちゃっすこんドから、国語万サ究所

であの人は地蔵してい†二／）じ’ヤナよいの。

野元本省にい†・らだ学11通えなかっ†・かもしれ行い。

柴田 本省にいτこんじゃね。ちょう一どいいとウにいて、

新しい研児所でそういl／土手を．しt1。私が斎藤㍍にサ

ービスしt二1、包というのは、α00／ぐらいの／す～ううけ

れど’も、すご’くサービ’スし†二。

 私は最初断。†二ん・です、とて竜20日ヤ／月でそんなリ

ボ㌧←バまとめられないからとい・て、どうし・て6はか

にないがら、ちゃんと出版責バ米’ているんだから逃すわ

けにいか、ないということをいわ札で、それをまともに受

げ†二んですね。そ札で、島崎（稔）春とか⊥ぺ之内（るり）

㍍と1・私とか・・一。九村君はそのとウどうしてい†1か

tよ。

野元  病気だっすこかもしれ†よいですれ。

柴田 ともかく3～4人休暇を命ぜら牝て、私は庄つす・

ざ／）で書きました。いまと」フて舌をんなカはナよいね。

野元 従うに、いままでの八丈島の方言がらの語素表バ

あるでし’よう。ああいうの毛、そのとさにドれかバや。

†二わ けですれ。

柴田、そ札は島崎君カぐ主体だつ†二。分担はあまリ考えな

い。全都ともφ・く仏バ文章にし仁こヒは記憶にあります

けれども、ム之内さんバヒの部分をやっ†二かという二と

は知りよセん。

野元 米田くんは、その後は臼珂と鶴岡⑦報告考は一一一一；

柴田鴎岡の場合は企邦じゃけい。大体やりまし仁けれ
ビザノ＼丈のとさは私の文章で祐一しτ二と．腎うのです。

 そω吉崎丈変だつアニですよ。矢口。てるマム之内寸んの
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直訴享1牛？

野元 知・てま↑よ。女性である中之に調査に連れてい
かないとは何事がというニヒでしょう。

柴田 「それは私だけの問題ではない、将来の問題す～・J

といって西尾（究所長）ぐんのところに直訴しすご。西尾

さんに呼ば札で、「こういうのバ米ている、。といわれて、

私は「旅責くえ出れば差し．支之ありませんよ」とい。た

んです。そ糺でム之内くん、行。トんですよ．。

野元 ゼから、私が入ってか今初めから参加じず二調査と

いう州よ、上野の依誇ω調査て“すけれども、あのと～も

ムえ内ざん、調査夏に縛って来ていましτ二。

柴．田  そん火後は何ともナよくナよったわけです。

野元 何でもナよいんドけれ。ビも、私が驚いたのは、寝る

部屋6胃牲、女性みんな大ぜいで一箱なんですね。それ
はごフと柴田寸ん力ぐ、そういう直訴を受けアこがら、これ。

は平等にしようというのでレているめかナよ・と黒フ†こんで’

す。

・柴田 そういうやピ／はないんドよ。

野元 われわれと同レ部屋ですよ。

柴田 欠きい部屋て“しょう。 そ札はそういう部屋一、フし

かナよい。

野元 いまそん．なことをしtこらまτ二突～上ヴを使う。（筈フ

柴田」†ごんだんむず’かしい世的中に打ってざk。私はそ

のと～、「構わないよ。といって、それ；そ十牲解放に多

少々をかし仁ヒ思、ているげれビ毛。

野元いまじヤとてれてポ・…。．
柴田 まτ二、ムえ内ぐんという人バ・てういう人ドしね。

野元 平気な人ではあっす二んです’ね。
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柴田 ・平気†ごし、まτこそういう意識の蔵い人だから、そ

れをはねのけτこら大変†ごよ。 しかし、面尼君ヤ岩淵†ん

はお・そうく困、す二んじ甲六よいですか。

野元 岩淵さんは盲い人ドカ＼ら。

柴田 ム之内さんは私には一言もいわけかフた。そ、ゴ／ノ

も見セ†よが・た。あの人はしゃべらない人びんですよ。

一いまでこそよくしゃべりますけれと“も、／目一言もしゃ

べら伺いで中っていたカ1ら、私Hま何に毛そんナよことは

いわ六よい。そんなことビころか、はがの二ともいわナよい

んて“すヵ・ら。朝「あ・はよう・といっても、頭を下げるぐ

らいで、二ぢはよ一う」 という日本語を土ぐなかったと思う
ナよ；・一

野天私は．、同じ部屋にいたのは1驚い†1。（笑）

柴田 それはニューフェース1‘三ヵ・ら。われわれは2斗与に

あれしているから免疫になっている。
 ム之内†ん、イ土卓もブい、ザんや！／ましす・よ。いよだに

そういう弐持ちが残フていて、来たで雫石をやったと市

に、近くドからやっマ来て、「少しゃつましょうか・とい

ってやってく札†二。気持ちが非常1二号いですよ。
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